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針路

高 知
県労連
高 知

県労連
   

９
月
２
５
日
、
県
労
連
は
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
２
９
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
約
９
０
名
が
参
加
し
、
活
発
な
討
論
で
２
０
１
６
年
度
方
針
等
を

決
定
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
全
労
連
か
ら
盛
本
達
也
さ
ん
、
日
本
共
産
党
か
ら
春

名
な
お
あ
き
さ
ん
、
う
ろ
こ
の
会
か
ら
岡
田
悟
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
憲
策
動
に
反
対
し
組
織
強
化･

拡
大
を
確
認

県
労
連
第
２
９
回
定
期
大
会
に
９
０
人

　　
ま
た
ぞ
ろ
年
金
改
悪
か
。

安
倍
政
権
は
、
今
の
臨
時

国
会
で
、
さ
ら
な
る
年
金

減
ら
し
の
年
金
改
悪
法
案

の
強
行
成
立
を
狙
っ
て
い
る
▼
安
倍
政

権
に
な
っ
て
、
公
的
年
金
は
３
・
４
％
も

大
幅
に
減
ら
さ
れ
た
。
２
０
１
３
年
か

ら
は
２
・
５
％
の
年
金
カ
ッ
ト
と
年
金
を

制
御
す
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
発

動
▼
以
前
の
制
度
で
は
、
賃
金
や
物
価

が
上
が
っ
た
分
、
年
金
も
上
が
っ
て
い

た
。
今
回
の
法
案
で
は
、
賃
金
や
物
価

が
上
が
っ
て
も
年
金
額
は
以
前
の
よ
う
に

は
上
が
ら
ず
、
賃
金
や
物
価
が
下
が
れ

ば
年
金
が
下
が
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

▼
政
府
は
こ
の
間
、
ま
こ
と
し
や
か
に

年
金
制
度
を
持
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
弁
し
、
一
方
、
あ
た
か
も
年

金
受
給
者
が
年
金
を
一
人
食
い
し
、
そ

の
分
、
現
役
世
代
が
担
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
印
象
を
う
え
つ
け
て
い
る
▼
年
金

受
給
者
と
現
役
世
代
を
分
断
し
、
相

互
間
に
敵
対
感
を
あ
お
っ
て
年
金
改
悪

を
正
当
化
し
て
い
る
。
年
金
受
給
者
も

現
役
世
代
当
時
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

税
金
も
年
金
掛
け
金
も
国
に
納
め
て
き

て
い
る
。
年
金
は
後
払
い
の
賃
金
と
も

言
わ
れ
て
い
る
▼
政
府
の
言
う
ま
や
か

し
に
決
し
て
だ
ま
さ
れ
て
は
は
な
ら
い
。

こ
の
１
０
月
１
４
日
、
年
金
者
組
合
が
、

「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

年
金
制
度
の
実
現
を
」
と
、
県
民
・
市

民
に
訴
え
る
「
年
金
一
揆
」
を
実
施
す

る
。
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
す
る
年
金

問
題
を
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
機

会
に
し
た
い
。
（樫
）

積
極
的
な
発
言
で
大
会
を
補
強

　 

大
会
で
は
、
２
０
名
が
討
論
に
参
加
し

ま
し
た
。
賃
金
や
労
働
条
件
闘
争
で
の

前
進
面
や
課
題
、
憲
法
を
守
る
闘
い
、

社
会
保
障
の
改
悪
に
反
対
す
る
闘
い
、

組
織
拡
大
・強
化
、
地
域
労
連
の
発
展

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
積
極
的
な

発
言
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
ま
と
め

　 

田
口
委
員
長
は
、
　「
今
大
会
の
特
徴

は
、
組
織
拡
大
と
強
化
に
つ
い
て
の
発
言

が
多
く
の
組
織
か
ら
語
ら
れ
た
こ
と
で
し

た
。
組
織
の
減
少
や
経
験
豊
か
な
組
合

員
の
定
年
退
職
な
ど
、
様
々
な
困
難
の

中
で
も
粘
り
強
い
働
き
か
け
や
若
い
人
の

間
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
た
新
た

な
関
係
の
構
築
に
よ
っ
て
仲
間
を
迎
え

入
れ
、
組
織
強
化
し
て
い
く
な
ど
の
経

験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
や
組
織
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。

 

　
こ
の
間
、
さ
め
う
ら
ユ
ニ
オ
ン
や
土
佐

食
支
部
な
ど
、
地
域
労
連
の
支
援
を

受
け
て
、
組
織
を
安
定
化
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
会
社
と
の
信
頼
関
係

執 行 委 員 長 田 口 　 朝 光 再

副 執 行 委 員 長 石 川 　 眞 人 再

副 執 行 委 員 長 樫 原 　 正 彦 再

副 執 行 委 員 長 畑 山 　 佳 代 再

副 執 行 委 員 長 筒 井 　 敬 二 再

副 執 行 委 員 長 橋 詰 　 雅 彦 再

書 記 長    牧 　  耕 生 再

書 記 次 長 金 子 　 竜 太 再

執 行 委 員 八 木 　 敬 三 郎 再

執 行 委 員 森 永 　 真 史 新

執 行 委 員 高 月 　 陽 生 再

執 行 委 員 小 澤 　 幸 次 郎 再

執 行 委 員 坂 本 　 智 香 新

執 行 委 員 武 樋 　 匡 英 再

執 行 委 員 町 田 　 麗 再

執 行 委 員 大 原 　 高 宏 再

執 行 委 員 筒 井 　 典 子 再

会 計 監 査 山 下 　 健 一 新

会 計 監 査 山 崎 　 真 平 再

会 計 監 査 山 本 　 定 再

役
員
紹
介

を
構
築
し
、
対
等
な
労
使
関
係
の
中
で

お
互
い
に
発
展
し
て
い
く
あ
り
方
の
追
及

で
も
あ
り
ま
す
。

　 

県
労
連
の
方
針
は
、
県
教
組
が
持
つ

郡
市
の
教
育
会
館
を
地
域
運
動
そ
し

て
、
組
織
拡
大
の
砦
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
ま
た
、
企
業
内
で
は
『
仲
間
を
大

切
に
す
る
』、
そ
し
て
規
約
に
沿
っ
た
運

営
が
で
き
る
組
織
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

議
案
の
採
択
状
況

１
号
議
案
・
１
６
年
度
方
針
は
全
会
一

致
、
２
号
議
案
・
１
５
年
度
決
算
と
会

計
監
査
報
告
は
満
場
の
拍
手
、
３
号
議

案
・
１
６
年
度
予
算
は
全
会
一
致
、
４

号
議
案
・組
合
費
値
上
げ
に
関
す
る
予

備
提
案
は
全
会
一
致
、
５
号
議
案
・
人

事
検
討
委
員
会
の
報
告
は
満
場
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　 

役
員
選
挙
は
、
立
候
補
者
全
員
が
満

票
で
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
構
成
は
委
員

長
１
名
、
副
委
員
長
５
名
、
書
記
長
１

名
、
書
記
次
長
１
名
、
執
行
委
員
９

名
、
会
計
監
査
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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はりまや橋交差点

①
高
知
一
般
　
前
田
代
議
員

発
言
の
ま
と
め

④
須
崎
労
連
　
八
木
執
行
委
員

⑩
県
教
組
　
氏
原
代
議
員

③
南
国
労
連
　
溝
渕
代
議
員

②
土
佐
清
水
労
連
　
坂
下
代
議
員

⑪
医
労
連
　
川
村
代
議
員

⑫
自
治
労
連
　
吉
田
代
議
員

　
土
佐
食
支
部

は
、
昨
年
６
月
の

会
社
通
告
以
降
、

有
休
の
自
由
な
取

得
や
パ
ワ
ハラ
の
是

正
な
ど
様
々
な
要

求
を
実
現
し
た
。
安
全
衛
生
委
員
会

も
作
り
２
名
の
委
員
を
出
し
て
い
る
。

過
半
数
を
目
標
に
組
織
拡
大
も
大
い
に

進
め
て
い
る
。「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

に
つ
い
て
具
体
的
に
提
起
す
べ
き
で
は
。

　
統
一
メ
ー
デ
ー

の
開
催
を
呼
び
掛

け
た
が
実
現
せ

ず
。
参
議
院
選
挙

で
は
、
県
労
連
方

針
を
受
け
、
大
西

氏
の
推
薦
を
決
め
、
数
十
票
差
で
統
一

候
補
が
勝
っ
た
。
土
佐
食
の
結
成
で
元

気
を
も
ら
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
あ
っ
た
か
村
や
春
闘
学
習
会
を
予

定
し
て
い
る
。

　
地
域
労
連
を

担
っ
て
き
た
世
代

の
退
職
や
業
務
の

多
忙
化
が
重
な

り
、
執
行
委
員
会

が
な
か
な
か
開
け
て
い
な
い
状
況
。
各
単

組
や
単
産
で
地
域
労
連
の
位
置
づ
け
が

必
要
。
若
者
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
就

職
が
ゴ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
。

働
き
方
へ不
満
が
な
い
や
組
合
費
に
対
す

る
メ
リ
ッ
ト
論
を
超
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
今
年
初
め
て
須
崎

で
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
実
施
。
事

前
学
習
会
も
行
い
、

当
日
は
年
金
者
組

合
が
中
心
と
な
っ
て

対
応
し
、
相
談
が
３

⑤
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
　
筒
井
代
議
員

件
あ
っ
た
。
執
行
委
員
会
で
は
、
地
域

労
連
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
が
必
要
と
議
論
を
し
て
い
る
。
戦
争

法
廃
止
の
取
り
組
み
で
は
、
須
崎
で
も

超
党
派
の
組
織
を
立
ち
上
げ
て
１
９
日

集
会
を
開
催
し
て
い
る
。
情
勢
学
習
や

独
自
ビ
ラ
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

⑥
こ
う
ち
生
協
労
組
　
中
谷
代
議
員

　
時
給
制
契
約
社

員
を
最
賃
を
１
０

０
０
円
以
上
へ引
き

上
げ
る
取
り
組

み
。
局
長
に
権
限

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

９
月
１
５
日
に
企
業

内
最
賃
の
引
き
上
げ
要
求
を
提
出
。
１

０
月
１
７
日
に
は
、
引
き
上
げ
を
求
め

　
春
闘
で
は
、
正

規
・
専
任
・
定
時
・

ア
ル
バ
イ
ト
全
員
の

一
時
金
で
同
一
月

数
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
こ
５
年
の
粘
り
強

い
積
み
重
ね
で
実

現
し
た
。
配
送
は
、
今
や
下
請
け
や
女

性
な
ど
様
々
な
働
き
方
が
入
り
交
じ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ノ
ル
マ
や
責
任
は
一

緒
で
あ
る
。
同
じ
な
か
も
の
中
で
格
差

が
あ
る
こ
と
は
お
か
し
い
。
正
規
も
非

正
規
も
関
係
な
く「
同
じ
仲
間
を
大
切

に
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
秋
闘
で
は
、
さ
ら
な

る
前
進
を
勝
ち
と
る
た
め
、
ス
ト
権
を

配
置
し
て
闘
う
。

⑦
自
交
総
連
　
横
田
代
議
員

　
２
０
１
５
年
９
月

に
結
成
し
た
と
で
ん

ハ
イ
ヤ
ー
労
組
で

は
、
会
社
の
攻
撃

に
対
し
て
闘
い
な
が

ら
、
年
休
手
当
の

不
支
給
に
つ
い
て
高

知
地
裁
で
闘
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
的

に
は
、
白
タ
ク
の
問
題
で
反
対
運
動
を

し
て
い
る
。
安
全
面
な
ど
か
ら
見
て
も

反
対
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

⑧
県
国
交
　
杉
本
代
議
員

　
最
近
、
活
動
に

無
関
心
な
組
合
員

が
増
え
て
い
る
。
組

合
員
の
力
量
を
全

労
連
の
「
わ
く
わ

く
講
座
」
な
ど
で

引
き
上
げ
て
い
き
た

い
。
ま
た
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
は
年
内
に

は
判
決
が
出
る
の
で
引
き
続
き
奮
闘
し

て
い
く
。

　
県
教
組
が
実
施

す
る
採
用
試
験
対

策
の
明
日
を
拓
く

連
続
講
座
」で
は
、

臨
時
教
員
の
声
を

聞
く
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
間
、
１
次

対
策
４
回
、
２
次
対
策
を
２
回
開
催

し
、
そ
の
中
で
「
臨
時
教
員
に
あ
る
権

利
を
知
り
た
い
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
１
２
月
に
は
沖
縄
で
全
教

の
集
会
が
大
規
模
に
開
催
さ
れ
る
。
高

知
か
ら
は
次
世
代
を
担
う
青
年
を
参
加

さ
せ
よ
う
と
意
思
統
一
し
、
当
初
目
標

の
１
０
人
を
大
き
く
超
え
る
３
３
人
が

参
加
予
定
で
あ
る
。
沖
縄
で
の
平
和
学

習
な
ど
で
運
動
の
継
承
を
進
め
て
行
き

た
い
。

　
賃
金
だ
け
で
な

く
、
全
体
を
含
め
た

活
動
で
会
社
側
と

懇
談
す
る
な
ど
し
て

き
た
。

職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
実
態
か

ら
要
求
し
、
前
進
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
規
約
に

乗
っ
取
っ
た
当
た
り
前
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
や
る
。
職
場
だ
け
で
な
く
、
医

労
連
や
県
労
連
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
熊
本
の
震
災
で

は
、
職
員
が
減
少

す
る
中
で
地
域
の
安

心

・
安
全
が
守
れ

な
い
事
態
に
な
っ
て

い
る
。
学
校
の
調
理

員
は
非
正
規
で
、
セ

ン
タ
ー
が
壊
れ
た
こ
と
で
解
雇
に
な
り
、

近
く
の
弁
当
屋
か
ら
給
食
を
と
っ
て
い
る

状
態
。
自
分
た
ち
の
仕
事
を
語
り
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
労
働
条
件
へ改
善
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。
戦
争
法
の
署
名

に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
活
発
に
取
り
組

め
た
単
組
も
あ
っ
た
が
、
政
治
活
動
に

取
り
組
む
の
は
、
と
の
声
も
出
さ
れ

た
。
要
求
実
現
と
い
う
点
か
ら
も
選
挙

や
政
治
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要

性
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
り
か
け
て
い
き

た
い
。

る
早
朝
宣
伝
を
実
施
予
定
。
各
組
織

か
ら
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

で
、
県
労
連
か
ら
も
大
き
な
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。



　

(3)２０１６年1０月１０日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　ＮＯ．１９０

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

月
号

１０

　 

９
月
の
労
働
相
談
は
１
２
件
（女
性

７
名
、
男
性
５
名
）
で
し
た
。
年
齢
は

２
０
代
１
名
、
３
０
代
１
名
、
４
０
代

２
名
、
５
０
代
３
名
、
不
明
５
名
。
事

業
規
模
は
３
０
人
以
下
が
１
名
、
１
０

０
以
下
が
１
名
、
１
０
１
人
以
上
３

名
、
不
明
が
７
名
で
し
た
。
雇
用
形

態
は
正
規
７
名
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
２
名
、
契
約
１
名
、
不
明
２
名
。
相

談
の
契
機
と
し
て
は
、
電
話
帳
２
名
、

紹
介
３
名
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
３
名
、

不
明
４
名
で
す
。

労
連
の
役
員
と
し
て
の
醍
醐
味

は
、
参
議
院
選
挙
の
野
党
共
闘
の
よ

う
な
裏
舞
台
で
の
や
り
取
り
や
か
け

引
き
▼
一
方
、
オ
ル
グ
の
醍
醐
味
は
、

現
場
の
働
く
人
と
の
交
流
。
土
佐
清

水
の
高
知
一
般
土
佐
食
支
部
な
ど
結

成
ま
で
１
年
半
土
佐
清
水
に
月
１
で

通
い
詰
め
た
。
結
成
後
は
行
く
た
び
に

組
合
員
が
増
え
成
果
が
上
が
り
、
遠

く
て
も
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
る
▼
県

労
連
への
相
談
か
ら
組
合
結
成
に
結
び

つ
く
事
例
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
。
私
学

教
組
の
明
徳
義
塾
労
組
も
そ
の
１
つ
。

結
成
３
年
目
に
し
て
賃
金
表
の
作
成
が

具
体
化
し
て
き
た
▼
今
も
結
成
の
相

談
が
来
て
い
る
が
、
一
番
気
を
遣
う
の

が
「
組
合
攻
撃
」
を
い
か
に
防
ぐ
か
。

組
合
を
つ
く
る
の
は
割
と
「
簡
単
」。

⑲
年
金
者
組
合
　
畑
山
執
行
委
員

問
題
は
そ
れ
を
維
持
し
、
安
定
的

な
労
使
関
係
を
築
く
こ
と
▼
全
労

連
は
「
闘
う
組
合
」
と
言
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
や
や
も
す
る
と

組
合
敵
視
と
そ
れ
に
対
す
る
防
御

で
争
議
に
な
り
が
ち
。
そ
し
て
そ

の
争
議
状
態
を
「
戦
闘
的
」
と
見

る
向
き
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
▼

組
合
結
成
は
一
発
勝
負
で
は
な
い
。

粘
り
強
い
継
続
的
な
過
程
だ
。
そ

れ
を
実
現
す
る
の
は
組
合
員
の
要

求
と
団
結
。
そ
れ
に
加
え
て
経
営

者
と
の
人
間
的
な
相
互
信
頼
と
敬

意
▼
現
場
の
労
働
者
は
要
求
が
強

い
だ
け
に
燃
え
上
が
り
が
ち
。
そ
こ

で
上
部
団
体
の
役
員
が
そ
れ
に
同

調
し
て
組
合
員
を
煽
れ
ば
組
合
員

に
は
受
け
は
良
い
が
、
労
組
関
係
は

不
安
定
に
な
る
。
「
上
部
団
体
の

役
員
が
入
れ
ば
話
が
ま
と
ま
る
」、

と
な
る
の
が
好
ま
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
労
働
委
員
会
で
の
経
営
者

委
員
や
公
益
委
員
、
連
合
の
委
員

と
の
関
係
構
築
、
対
県
交
渉
の
際

の
交
渉
内
容
、
交
渉
態
度
な
ど
日

頃
か
ら
気
を
使
う
▼
県
労
連
の
基

本
姿
勢
の「
四
方
よ
し
の
経
営
」
の

精
神
が
大
切
。
売
り
手
よ
し
、
買

い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
、
働
き
手

よ
し
。
広
い
視
野
を
持
っ
て
組
合
運

営
を
心
掛
け
た
い
。
そ
れ
が
、
結

成
間
も
な
い
組
合
員
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
（田
口
朝
光
）

⑮
福
祉
保
育
労
　
山
下
代
議
員

　
職
場
は
大
変
で
、

自
分
の
子
供
や
孫

を
働
か
せ
た
く
な
い

職
場
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
は
署
名

を
７
万
筆
集
め
よ

う
と
目
標
を
立
て

て
い
る
。
経
営
者
も
成
り
立
つ
社
会
保

険
制
度
の
創
設
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

⑰
自
治
労
連
　
山
中
代
議
員

⑱
女
性
部
　
山
中
代
議
員

　
毎
年
１
０
０
名
近

く
が
退
職
し
て
い

る
。
新
採
者
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
加
入
で
総

数
は
横
ば
い
で
あ

る
。
当
面
は
非
正

　
働
く
女
性
の
中

央
集
会
が
１
１
月

２
７
日
に
こ
の
高
知

県
で
開
催
さ
れ

る
。
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
に
も

是
非
参
加
し
て
欲
し
い
内
容
。
ま
た
、
２

０
１
８
年
に
は
日
本
母
親
大
会
も
高
知

県
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
戦
後
の
自
民
党

は
、
戦
争
の
責
任

を
う
や
む
や
に
し

て
き
た
。
教
育
で

は
、
も
の
を
考
え

な
い
人
間
を
作
り

出
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
お
か

し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
が
変

わ
れ
ば
変
え
ら
れ
る
。
お
か
し
い
こ
と

を
お
か
し
い
と
言
え
る
社
会
を
作
り
出

す
た
め
に
、
労
働
組
合
と
し
て
大
い
に

奮
闘
し
て
い
こ
う
。

続
に
関
わ
る
問
題
で
組
合
へ再
度
結
集
し

た
。
組
合
が
な
け
れ
ば
呼
び
か
け
も
何

も
出
来
な
か
っ
た
。
組
合
が
あ
っ
て
本
当

に
心
強
か
っ
た
。

⑭
嶺
北
労
連
　
澤
田
代
議
員

　
活
動
再
開
か
ら

４
年
。
嶺
北
労
連

で
人
事
評
価
の
学

習
会
を
実
施
し
た

り
、
リ
バ
ー
サ
ッ
プ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
開
催
し
て

き
た
。
１
０
月
に
は
定
期
大
会
を
開
催

予
定
。

⑬
高
知
一
般
　
千
谷
代
議
員

　
組
合
結
成
の
発

端
と
な
っ
た
事
案
が

解
決
す
る
と
組
合

員
が
減
少
し
、
組

合
の
意
義
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
病
院
の
存

も
奮
闘
し
て
い
く
。

⑯
県
教
組
　
山
崎
代
議
員

　
昨
年
の
拡
大
は
２

名
と
な
か
な
か
成

果
が
出
な
い
状
況

だ
っ
た
。
今
年
は
す

で
に
、
４
月
に
２

名
、
７
月
に
１
名
、

８
月
に
１
名
と
、
４
名
の
拡
大
を
実
現

し
て
い
る
。
１
人
は
初
任
研
後
の
９
月
頃

に
ク
ラ
ス
が
大
変
な
中
で
、
学
習
会
な

ど
へ誘
っ
て
組
合
と
の
繋
が
り
を
作
っ
た
。

県
外
か
ら
の
採
用
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て

い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
に
も
声
掛

け
を
し
た
。
４
０
代
の
方
に
採
用
に
向

け
て
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
声
掛
け
。

組
合
員
の
い
な
い
学
校
の
新
採
へ声
掛
け

か
ら
の
加
入
も
あ
っ
た
。
１
度
断
ら
れ

た
と
し
て
も
、
何
度
目
か
で
加
入
し
て

く
れ
る
人
も
い
る
。
声
を
掛
け
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
や
っ
て
、
粘

り
強
く
声
を
か
け
続
け
た
結
果
が
少
し

ず
つ
表
れ
て
き
た
。
職
場
で
の
活
動
も

続
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

規
の
拡
大
に
力
を
入
れ
る
。
公
務
公
共

一
般
で
組
織
し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が

保
育
職
場
の
非
正
規
労
働
者
で
あ
る
。

香
美
市
は
非
正
規
労
働
者
が
正
規
労
働

者
の
倍
も
存
在
し
て
い
る
。
非
正
規
労

働
者
は
、
１
年
の
中
で
雇
用
が
１
ヶ
月
切

れ
る
な
ど
、
自
治
体
は
ブ
ラ
ッ
ク
化
を
し

て
い
る
。
非
正
規
を
組
織
化
し
、
労
働

条
件
の
改
善
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
く
。



(4）２０１６年１０月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　ＮＯ．１９０

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
１
１
月
７
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
８
９
号
の
答
え
は
「
タ
イ
フ

ウ
イ
ッ
カ
」
で
し
た
。
当
選
者
は

以
下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

髙
橋　

理　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

森
本　

由
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

藤
本　

昂
宏　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①英単語を丸

――　③○○

には○○がい

るもんだ　⑤変

な天気、キツネ

の――　⑦夕

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
知
多
半
島
が

あ
る
県
　
②
全
国
ど
こ
で
も
通
ず

る
―
―
語
　
③
巻
き
揚
げ
機
　
④

○
○
を
正
し
て
仕
事
に
取
り
組
む

　
⑥
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
略
　
⑧
豚
の
飼

育
　
⑪
冗
談
も
い
い
―
―
に
し
ろ
　

　
⑫
世
俗
の
事
柄
。
○
○
に
疎
い
　

⑬
○
○
８
０
年
の
古
民
家

刊の対　⑨躁の

対。 ○○病　⑩

地上の対　⑫瀬

戸内海やその沿

岸地域　⑭いくさ。

大阪夏の○○　

⑮苦しい戦い

詳しくは、県労連ホームページを！

｢高知県労連｣で検索できます。

労働相談は0120 －378 －060 へ

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

守ろう平和　無くそう原発　
ＩＮこうちvol. ３

【日程】 １０月３０日(日)　　１０ ： ３０～１４ ： ００

【場所】 高知市中央公園
１０：３０～　開会集会

１１：００～　デモ行進 （３コース）

１１：００～　マルシェ開店

１２ ： ００～　ライブ開始 （ピノキヲ、 鳩’ Sほか）

１４：００　　修了

見
て
み
れ
バ 

ス
ケ
ッ
ト
多
い 

Ｂ
リ
ー
グ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
狸
）

こ
ち
亀
の 

リ
ョ
ウ
サ
ン
態
勢 

終
了
で
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
狸
）

最低賃金が７１５円になります！
１０月１６日に最低賃金が７１５円に（２２円引き

上げ） となります。 県労連は、 まずは最低賃金の

引き上げ額を企業に守らせること、そして企

業内で最低賃金を大きく上回る企業内最低

賃金の協定化を提起しています。

郵政産業労働者ユニオンが

【日程】 １０月１７日 （月） ７：３０～

【場所】　中央郵便局前 （ＪＲ高知駅西側）

企業内最賃 1,000 円を求め早朝宣伝！

死
ね
と
言
い　

社
会
死
受
け
た　

長
谷
川
ア
ナ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（源
朝
光
）

石
原
翁　

ガ
ラ
ス
の
心
に　

汚
水
湧
く

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（源
朝
光
）

○臨時教員の方の、 はじめの話と違う着任の件。 現場の大変

さのしわ寄せが、 臨時教員の方たちにいっている現実がよく分

かりました。この苦労が報われる採用制度であってほしいと切に

願います。 県教組 （Ｙ･Ｓ）

○労働相談センター通信の高知県教職員組合の事例を読み、

このようなことが起きているんだな～と思いました。毎回ここだけは

読んでいます。 自治労連 （Ｍ ・ Ｙ）


